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(57)【要約】
【課題】背骨の曲がりや股関節の安定性を保ち体幹が屈
曲するのを防いで、正しい綺麗な姿勢を保持し、上半身
または下半身のボディラインを美しく見せることのでき
るインナーウェアを提供する。
【解決手段】縦横方向に伸縮する編地からなる上半身に
フィットするトップスなどのインナーウェア１である。
背面中央部に脊柱起立筋の胸最長筋に当接するパワーの
強い縦長テープ地１３を設ける。　
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦横方向に伸縮する編地からなる上半身にフィットするトップスのインナーウェアであ
って、背面中央部に、脊柱起立筋の胸最長筋に当接するパワーの強い縦長テープ地を設け
たことを特徴とするインナーウェア。
【請求項２】
　縦横方向に伸縮する編地からなる上半身にフィットするトップスのインナーウェアであ
って、背面中央部に、脊柱起立筋の胸最長筋に当接するパワーの強い縦長テープ地を設け
ると共に、前身頃の下方部と後身頃の下方部に超強パワーのＸ状編地を設けたことを特徴
とするインナーウェア。
【請求項３】
　前記縦長テープ地は、タック編により小間隔をあけて左右二列に編成されていることを
特徴とする請求項１または２に記載のインナーウェア。
【請求項４】
　縦横方向に伸縮する編地からなる下半身にフィットするボトムのインナーウェアであっ
て、脚筒部の背面中央部に、大腿二頭筋に当接するパワーの強いテープ地を設けたことを
特徴とするインナーウェア。
【請求項５】
　縦横方向に伸縮する編地からなる下半身にフィットするボトムのインナーウェアであっ
て、脚筒部の背面中央部に、大腿二頭筋に当接するパワーの強いテープ地を設けると共に
、前身頃の下方部と後身頃の下方部に超強パワーのＸ状編地を設けたことを特徴とするイ
ンナーウェア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上半身に着けるトップスまたは下半身に着けるボトムなどのインナーウェア
に関するものであり、さらに詳しくは、脊柱起立筋や大腿二頭筋をテーピングするように
効果的にサポートして、正しい姿勢に矯正できるインナーウェアに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　人間の体を支えているのは、いわゆる背骨と呼ばれている脊柱であり、脊柱は７個の頸
椎（首の骨）と、１２個の胸椎（背中の骨）と、５個の腰椎（腰の骨）と、仙骨、尾骨か
らなりたっており、正常な脊柱を横から見ると、頸椎は前に、胸椎は後ろに、腰椎は前に
向かって緩やかなＳ字状に湾曲している。この緩やかなＳ字状の形が正常な状態とされて
おり、この形が崩れて背骨が曲がりすぎると猫背などになり姿勢が悪くなるとされている
。
【０００３】
　この背骨が緩やかなＳ字状カーブを保つことにより、正しい綺麗な姿勢を保持できるが
、日常生活の中では、立位姿勢や座位姿勢において前屈み動作をすることが多く、特にデ
スクワークで手を使う作業を長時間続けていると、どうしても前屈姿勢の状態になり、そ
の姿勢に慣れてしまうと違和感がなくなって、背骨が曲がった状態の悪い姿勢になる。そ
うすると、頭痛、肩こり、腰痛、内臓疾患などの様々な症状を引き起こしやすくなる。
【０００４】
　また、下肢部の重要な筋肉の大腿二頭筋は、膝を後ろに上げる動作（股関節伸展）、膝
を曲げる動作（膝関節屈曲）、膝を内側や外側に回す動作（股関節内旋・外旋）などの働
きをしており、特に股関節の伸展は、前後方向への骨盤の安定性に重要な役目を果たすが
、筋力が低下傾向にある中高年者は、腰部や下肢部の筋力が低下することから、股関節、
膝関節機能が低下し正しい綺麗な姿勢を保持できなくなる。
【０００５】
　そのために、例えば、背筋を伸ばして姿勢をよくする目的の矯正下着が種々提案されて
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いる。そのうちの一つに、前身頃および後身頃の少なくともいずれか一方に、両側上部か
ら逆側の両側下部に向かうと共に、中央部で交差するＸ字状の２条の伸縮性帯状片を縫着
したボディスーツが提案されており、２条の伸縮性帯状片の伸縮力によって腹部および臀
部の贅肉を引き上げると共に、脊椎をまっすぐに保ち、姿勢を矯正することが開示されて
いる（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
　また、別のものとして、伸縮性の本体部と、本体部の緊締力よりも強い緊締力を有する
帯状の第１緊締部と第２緊締部を備え、第１緊締部は腹部中央から左右助骨の下端部に向
かって左右に分れ、左右助骨の下端部を通り背中で互いに連結され、第２緊締部は腹部中
央から左右に分れ、仙骨部の後を通り仙骨部の下部の後中心で互いに連結された姿勢補整
衣類が提案されており、第１緊締部と第２緊締部との緊締力により、腹筋群、脊柱起立筋
群、および臀筋群をサポートすることにより姿勢を良くすることが開示されている（例え
ば、特許文献２参照）。
【０００７】
　さらに、別のものとして、前身頃の襟刳りの下方に沿って両脇まで横方向に広がる帯状
部と、両脇下方に位置する山形部と、前記帯状部の上方で、前身頃の襟刳りの両側に位置
し肩まで伸びる胸骨側部と、後身頃両肩から前記山形部の上方に向けてクロス状に延びる
テープ状の骨格支持帯と、前記帯状体、山形部、胸骨側部および骨格支持帯体以外の胴部
体本体を構成する主要部に分かれて、異なる組織で編まれており、かつ裾にゴム模様の縁
取りが形成された矯正下着が提案されており、上衣が胸骨側部に連なるテープ状の骨格支
持帯が肩の骨格、肩甲骨、背骨、骨盤上部を補整して、普段の生活姿勢や重力、筋力低下
などで発生した上半身を中心とした骨格の歪を正すことが開示されている（例えば、特許
文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平７－２２９００２号公報
【特許文献２】特開２００８－１４４３０２号公報
【特許文献３】特開２００６－３７２５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、前記特許文献１、２は、脊柱起立筋の胸最長筋をテーピングするもので
はなく、他の筋肉のサポートや贅肉を引き上げることを目的とするものであり、体幹を支
えることができないため、正しい姿勢に整えることはできないといった問題点があった。
また、前記特許文献３も、胸最長筋をサポートするものではなく、リュックを担いだ時の
ように、首、胸郭部、背部、脇を圧迫して締め付けるだけであり、これも正しい姿勢の矯
正についての効果は得られないといった問題点があった。
【００１０】
　本発明は、上記のような問題点を解決することを課題として開発されたもので、脊柱起
立筋の胸最長筋または大腿二頭筋をテーピングするパワーの強いテープ地を備えて、背骨
の曲がりや股関節の安定性を保ち体幹が屈曲するのを防いで、正しい綺麗な姿勢を保持し
、上半身または下半身のボディラインを美しく見せることのできるインナーウェアを提供
することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決し、その目的を達成する手段として、本発明は、縦横方向に伸縮する
編地からなる上半身にフィットするトップスのインナーウェアであって、背面中央部に、
脊柱起立筋の胸最長筋に当接するパワーの強い縦長テープ地を設けたことを特徴とするイ
ンナーウェアを開発し、採用した。
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【００１２】
　また、本発明は、縦横方向に伸縮する編地からなる上半身にフィットするトップスのイ
ンナーウェアであって、背面中央部に、脊柱起立筋の胸最長筋に当接するパワーの強い縦
長テープ地を設けると共に、前身頃の下方部と後身頃の下方部に超強パワーのＸ状編地を
設けたことを特徴とするインナーウェアを開発し、採用した。
【００１３】
　上記のように構成したインナーウェアにおいて、前記縦長テープ地は、タック編により
小間隔をあけて左右二列に編成されていることを特徴とするインナーウェアを開発し、採
用した。
【００１４】
　また、本発明は、縦横方向に伸縮する編地からなる下半身にフィットするボトムのイン
ナーウェアであって、脚筒部の背面中央部に、大腿二頭筋に当接するパワーの強いテープ
地を設けたことを特徴とするインナーウェアを開発し、採用した。
【００１５】
　さらに、本発明は、縦横方向に伸縮する編地からなる下半身にフィットするボトムのイ
ンナーウェアであって、脚筒部の背面中央部に、大腿二頭筋に当接するパワーの強いテー
プ地を設けると共に、前身頃の下方部と後身頃の下方部に超強パワーのＸ状編地を設けた
ことを特徴とするインナーウェアを開発し、採用した。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１によれば、トップスのインナーウェアを着用すると、背面中央部に編成された
縦長のテープ地が脊柱起立筋の胸最長筋に当接しテーピング機能を保持してサポートする
と共に、このテープ地はパワーを強くしてあるから、前屈する時に、背中部分が引っ張ら
れ曲げ運動を妨げる抵抗が生じて曲がり難くなり、それによって着用者が胸を張り、背筋
を伸ばして良い姿勢を保つことになり、猫背になるようなことがなくなって正しい綺麗な
姿勢を保持できる。
【００１７】
　請求項２によれば、前記請求項１の効果に加えて、前身頃と後身頃の下方部に超強パワ
ーのＸ状編地により、骨盤が引き締められ歪みやズレが矯正されると同時に腹部の贅肉を
押さえて体型補整が可能となり上半身のボディラインが美しくなる。
【００１８】
　請求項３によれば、小間隔をあけて縦長テープ地を左右二列に編成されているから、脊
柱起立筋の胸最長筋に沿って当接し、テーピングするようにサポートでき、背骨の曲げを
一層妨げることになり猫背を防ぐことができる。
【００１９】
　請求項４によれば、ボトムのインナーウェアを着用すれば、脚筒部の背面中央部に編成
されたテープ地によって大腿二頭筋をテーピングするようにサポートし、このテープ地は
、縦方向には伸び難くなっているから、大腿二頭筋の収縮力を助成して膝関節の屈曲や内
転、股関節の伸展がスムーズになり、特に歩行時の立位姿勢が悪くならない。
【００２０】
　請求項５によれば、前記請求項４の効果に加えて、前身頃と後身頃の中央部に超強パワ
ーのＸ状編地により、骨盤が引き締められ歪みやズレが矯正されると同時に腹部の贅肉を
押さえて体型補整が可能となり下半身のボディラインが美しくなる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態を示すタンクトップの正面図である。
【図２】図１の背面図である。
【図３】本発明の第２実施形態を示すタンクトップの正面図である。
【図４】図３の背面図である。
【図５】本発明の第３実施形態を示すボトムの正面図である。
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【図６】図５の背面図である。
【図７】本発明の第４実施形態を示すボトムの正面図である。
【図８】図７の背面図である。
【図９】テープ状編地の組織図である。
【図１０】Ｘ字状編地の組織図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下に、本発明の第１実施の形態を添付の図１，２に基づいて説明すれば、１は丸編機
で筒状に連続編成された袖のないタンクトップやキャミソールなどのインナーウェア本体
であり、胸部から下腹部を覆う前身頃２および背中部から臀部を覆う後身頃３は部分的に
締付けパワーを変えてある。ここでいう締付けパワーとは、締付け力、締付け圧などを言
い、締付けパワーの強弱は、編組織を変えたり、弾性糸の打ち込み本数を変えたり、弾性
糸の太さを変えたりすることによって可能である。締付けパワーの強さは、超強パワー領
域部Ａ、強パワー領域部Ｂ、強乃至中パワー領域部Ｃ、中パワー領域部Ｄ、弱パワー領域
部Ｅの５段階に分かれている。
【００２３】
　４は前身頃２のネックライン５とアームホール６の間にある肩部編地であり、リブ編み
で太さが中間の糸によって編成された縦方向によく伸びる中パワー領域部Ｄになっている
。７はネックライン５の下部に沿って平編みで編成されたバストを包み込むカップ部であ
り、バストの膨らみを潰すことのない柔らかい縦、横両方向に伸縮し、両カップ部７，７
の間にシャーリング部８を形成し、着用した際に、シャーリング部８が伸びて着用者のバ
ストにぴったりとフィットするようになっている。
【００２４】
　９は左右アームホール６，６の下端部から斜め下方に向かって外腹斜筋、腹直筋に当接
して腹部下方部に至る先端部が幅広くなっている傾斜編地であり、リブ編で細糸によって
編成された縦方向によく伸縮する強パワー領域部Ｂになっている。
【００２５】
　１０は両カップ部７，７と、傾斜編地９，９の間に挟まれた略逆三角形状の胸部編地で
あり、リブ編みの中間糸によって編成され、強乃至中パワー領域部Ｃになっている。１１
は傾斜編地９，９の外側部を平編みによって編成された側面編地であり、縦、横両方向に
よく伸縮する弱パワー領域部Ｅになっている。１２は前身頃２の下端部編地で、この部分
も平編みによって編成されており、縦、横両方向に伸縮する中パワー領域部Ｅになってい
る。
【００２６】
　一方、後身頃３には、ネックライン５の下部中央部で、背面中央部から下方に延びる縦
長のテープ地１３が編成されている。このテープ地１３は、タック編組織で編成された強
パワーで、横方向に伸びるが縦方に伸び難くなっている。このテープ地１３は、中心の小
間隔部１４の左右に二列配列してあり、脊柱起立筋の胸最長筋に当接しテーピング機能を
保持してサポートできるようになっている。
【００２７】
　図９にタック編み組織を示している。∨印がニット、×印がミスである。すなわち、第
１コースは１列目針がミス×、第２列目針がニット∨、第３列目針がミス×、第４列目針
がニット∨、第５列目針がミス×、第６列目針がニット∨、第７列目針がミス×、第８列
目針がニット∨というように、１ウエールミス、１ウエールニットを繰り返し、第２コー
ス～第８コースも同様に、１ウエールミス、１ウエールニットを繰り返している。
【００２８】
　１５は後身頃３のネックライン５とアームホール６の間にあり、かつネックライン５の
外周辺部に沿うように編成された半円状編地であり、リブ編みで極細糸によって編成され
た強パワー領域部Ａになっていて、ネックライン５およびアームホール６の伸び広がりを
防いでいる。１６は平編みによって編成された背中編地であり、縦横両方向によく伸縮す
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る弱パワー領域部Ｅになっている。１７は後身頃３の下端部編地で、平編みによって編成
されており、縦、横両方向によく伸縮する弱パワー領域部Ｅになっている。
【００２９】
　上記のように構成された第１実施の形態の使用状態を作用、効果と共に説明すれば、通
常のアンダーシャツを着る時のように、頭からかぶるのでなく、タンクトップやキャミソ
ールを束ねてネック部から足を入れて下から上へはいて着るものであり、ウエスト部まで
持ち上げ、身頃部分を整えながら脇の下まで身頃を上げてアームホールに腕を通して、前
中心部分を引っ張らないように、肩のライン、ネックラインを整えると共に、バストをカ
ップに収容する。そして、このように身体の下からはくことにより余分な体脂肪を持ち上
げられ、より強い引き締め効果を得ることができる。
【００３０】
　また、上半身に着用すると、後身頃３の背面中央部に編成された縦方向に伸び難いタッ
ク編みの縦長テープ地１３で胸最長筋に当接し、テーピングのようにサポートするから、
前屈姿勢時において、胸最長筋が引っ張られ、曲げる方向への抵抗が生じ、それによって
背骨が曲がり難くなり猫背になることがなく、正しい綺麗な姿勢を保持することができる
。
【００３１】
　さらに、前身頃２の左右アームホール６，６の下端部から斜め下方に向かって編成され
た上部から下部に向かって漸次広くした傾斜編地９が外腹斜筋、腹直筋を当接しテーピン
グのようにサポートするから、脊柱を支えるのに必要な腹圧を高めることができ、姿勢を
補整する効果を向上させることができると共に、腹部の贅肉を押さえてボディラインを美
しく見せることができるものである。
【００３２】
　図３，４に示すのは本発明の第２実施の形態を示すものであり、前記第１実施の形態と
相違するのは、前身頃２と後身頃３の下方部にパワーの強い太幅のＸ状編地１８，１９が
編成されている点である。すなわち、丸編機で筒状に連続編成されたタンクトップやキャ
ミソールなどのインナーウェア本体１である点、前身頃２および後身頃３は部分的に締付
けパワーの異なる編生地で構成されている点、肩部編地４、ネックライン５、アームホー
ル６，６、カップ部７，７、シャーリング部８、傾斜編地９，９、胸部編地１０、側面編
地１１、下端部編地１２、テープ状編地１３、小間隔部１４、半円状編地１５、背中編地
１６、下端部編地１７などは前記第１実施の形態と全く同じで何ら変わることがないので
、同一箇所に同一符号を付して説明は省略する。
【００３３】
　１８は前身頃２の右側面中央部から左側面下方部に至る斜め太幅の編地１８ａと、左側
面中央部から右側面下方部に至る斜め太幅の編地１８ｂが下腹部で交差した前面Ｘ状編地
であり、この前面Ｘ状編地１８は、縦方向に伸縮し難いタック編みで編まれており、締付
けパワーが強く超強パワー領域部Ａになっている。
【００３４】
　前面Ｘ状編地１８のタック編み組織を図１０に示している。∨印がニット、×印がミス
である。すなわち、第１コースは１列目針がミス×、第２列目針がニット∨、第３列目針
がニット∨、第４列目針がミス×、第５列目針がミス×、第６列目針がニット∨、第７列
目針がニット∨、第８列目針がミス×というように、２ウエールミス、２ウエールニット
を繰り返し、第２コース～第８コースも同様に、２ウエールミス、２ウエールニットを繰
り返している。
【００３５】
　一方、後身頃３においても、タック編みによって右側面中央部から左側面下方部に至る
斜め太幅の編地１９ａと、左側面中央部から右側面下方部に至る斜め太幅の編地１９ｂが
腰部で交差して後面Ｘ状編地１９を編成しており、締付けパワーが超強パワー領域部Ａに
なっている。この後面Ｘ状編地１９の編み組織は、前面Ｘ状編地１８と同じであり説明は
省略する。
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【００３６】
　上記のように構成された第２実施の形態の使用状態を作用、効果と共に説明すれば、前
記実施の形態１と同様に、頭からかぶるのでなく、タンクトップやキャミソールを束ねて
ネック部から足を入れて下から上へはいて着る。そして、上半身に着用すると、前述の第
１実施の形態と同様の作用効果に加えて、骨盤の位置には締付けパワーが超強パワーで太
幅の前面Ｘ状編地１８が当接するから、骨盤の上部の腸骨および第５腰椎、第４腰椎を引
き締めることにより、仙骨と腸骨の間の関節結合部がずれたり開いたりすることがなくな
り矯正ができると共に、骨盤の中、下部の仙骨、恥骨、坐骨、尾骨などを抱きこむように
締め付けることにより骨盤を固定し骨盤が歪んだり、開いたりする原因による姿勢の悪さ
を矯正することができる。
【００３７】
　図５，６に示すのは、本発明の第３実施の形態を示すもので、前記第１、第２実施の形
態では上半身に着けるタンクトップやキャミソールであったが、この第３実施の形態では
、下半身に着けるボトムなどのインナーウェア本体２１である。前身頃２２および後身頃
２３は部分的に締付けパワーを変えた編生地で構成されているのは前記第１，第２実施と
同じである。
【００３８】
　２４は前身頃２２の正面上端部にリブ編で太さが中間の糸によって編成された上腹部に
当接する五角形編地であり、横方向より縦方向によく伸びる超強パワー領域部Ａになって
いる。２５はその五角形編地２４の両側部から脚筒部２６の下端までの側面部を一連に編
成し外側広筋に当接する長い細幅編地であり、リブ編の太さが中間の糸によって編成され
ており、縦方向に伸縮し、強パワー領域部Ｂになっている。
【００３９】
　２７は五角形編地２４の下面で、下方に向かって傾斜状に広がった後、幅狭くなる方向
に傾斜した腹部中央編地であり、この腹部中央編地２７は大腰筋、腸骨筋に当接するよう
に下面部で二股の左右編地２７ａ，２７ｂとなり、先端部が長い細幅編地２５，２５に達
し、リブ編みの細糸で編成されており、縦方向に伸縮し、強パワー領域部Ｂになっている
。
【００４０】
　２８は腹部中央編地２７および二股の左右編地２７ａ，２７ｂと縦長編地２５，２５の
間に編成されている中央部に向かって突出する腹部左右編地であり、リブ編みによる強乃
至中パワー領域部Ｃになっている。２９は縫工筋に当接するように脚筒部２６の内面側か
ら前記二股の左右編地２７ａ，２７ｂに達する先端部が幅広の逆ハ字状編地であり、平編
みによって編成されており、超強パワー領域部Ａになっている。３０は大腿直筋に当接す
る脚部編地であり、平編みによって編成され縦、横両方向に伸びる弱パワー領域部Ｅにな
っている。
【００４１】
　一方、後身頃２３には、門字状となる腰部編地３１と脚筒部２６の下端までの両側編地
３２が一連に編成してあり、両側編地３２は外側広筋に当接し、超強パワーで編成してあ
る。３３は左右の臀部編地で、リブ編の太さが中間の糸によって弱パワー領域部Ｅになっ
ている。
【００４２】
　３４は脚筒部２６の背面中央部に長さ方向にタック編みによって編成されたテープ地で
あり、このテープ地３４は、前記第１，２実施の形態のテープ地１３と同じであり、タッ
ク編みで編成された横方向に伸びても縦方向に伸び難くなっている。タック編み組織は、
前記第１実施の形態の図９と同じであり説明は省略する。
【００４３】
　３５は縫工筋に当接するように脚筒部２６の内面側から前記テープ地３４の上方部に達
する先端部が幅広の逆ハ字状編地であり、リブ編みの極太糸で編成されており、横方向の
伸びより縦方向の伸びが良く強パワー領域部Ｂになっている。
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【００４４】
　３６は脚筒部２６の大腿直筋に当接する脚部編地であり、平編みによって編成された縦
、横両方向に伸びる弱パワー領域部Ｅになっている。
【００４５】
　上記のように構成された第３実施の形態の使用状態を作用、効果と共に説明すれば、下
半身にボトムなどのインナーウェア本体２１を着用すれば、脚筒部２６の背面中央部に編
成されたテープ地３４により、大腿二頭筋に当接してテーピングのようにサポートするか
ら、大腿二頭筋の収縮力を助成して膝関節の屈曲や内転、股関節の伸展がスムーズになり
、特に歩行時の立位姿勢が悪くならない。
【００４６】
　また、前身頃２２の腹部中央編地２７と二股の左右編地２７ａ，２７および脚筒部２６
の内面側から前記左右編地２７ａ，２７に達する先端部が幅広の逆ハ字状編地２９により
、膝を伸ばした位置に固定する働きをする縫工筋をサポートして綺麗な姿勢を補助すると
共に、歩行動作や姿勢維持のために極めて重要な大腰筋、超骨筋をサポートし正しい姿勢
を補助することができる。
【００４７】
　さらに、後身頃２３の腰部編地３１と脚筒部２６の下端までの側面部を一連に編成し外
側広筋に当接する長い縦長編地３２を編成してあるから、膝を伸ばした位置に固定する働
きをする縫工筋をサポートして綺麗な姿勢を補助すると共に、歩行動作や姿勢維持のため
に極めて重要な大腰筋、超骨筋をサポートし正しい姿勢を補助することができる。
【００４８】
　図７，８に示すのは、本発明の第４実施の形態を示すもので、前記第３実施の形態と相
違するのは、前身頃２２と後身頃路２３の中央部にＸ状編地３７，３８を備えている点で
ある。すなわち、丸編機で筒状に連続編成されたボトムなどのインナーウェア本体２１で
、前身頃２２および後身頃２３は部分的に締付けパワーの異なる編生地で構成されている
のは前記第３実施の形態と同じである。
【００４９】
　また、前身頃２２の上腹部に当接する五角形編地２４、外側広筋に当接する両側部の縦
長編地２５，２５、脚筒部２６，２６、大腰筋、腸骨筋に当接する二股の左右編地２７ａ
，２７ｂ、縫工筋に当接する逆ハ字状編地２９，２９、大腿直筋に当接する脚部編地３０
，３０および後身頃２３の臀部編地３３、テープ状編地３４、逆ハ字状編地３５、脚部編
地３６についは、前記第３実施の形態と同じであることから、同一箇所には同一符号を付
してここでの説明は省略する。
【００５０】
　相違しているのは、前身頃２２の右側面上方央部から左側面中央部に至る斜め太幅の編
地３７ａと、左側面上方部から右側面中央部に至る斜め太幅の編地３７ｂが腹部で交差し
て形成された前面Ｘ状編地３７で、超強パワー領域部Ａであり、タック編みによって編成
されている。その編み組織は、前記第２実施の形態の図３と同じであり、∨印がニット、
×印がタックである。
【００５１】
　３８は後身頃２３の右側面中央部から左側面下方部に至る斜め太幅の編地３８ａと、左
側面中央部から右側面下方部に至る太幅の斜め太幅の編地３８ｂが腹部で交差して形成さ
れた後面Ｘ状編地で、超強パワー領域部Ａであり、タック編みによって編成されている。
その編み組織は、前記第２実施の形態の図４と同じであり、∨印がニット、×印がタック
である。
【００５２】
　上記のように構成された第４実施の形態の使用状態を作用、効果と共に説明すれば、下
半身にボトム２１を着用すれば、前述の第３実施の形態と同様の作用効果に加えて、骨盤
の位置には締付けパワーが超強パワーで太幅の前面Ｘ状編地３７が当接するから、骨盤の
上部の腸骨および第５腰椎、第４腰椎を引き締めることにより、仙骨と腸骨の間の関節の
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骨、恥骨、坐骨、尾骨などを抱きこむように締め付けることにより骨盤を固定し骨盤が歪
んだり、開いたりする原因による姿勢の悪さを矯正することができる。
【００５３】
　また、前面のＸ状編地３７の下端中央部から脚筒部２６０の両側部に向かって編成され
た二股の左右編地２７ａ，２７ｂにより、歩行動作や姿勢維持のために極めて重要な大腰
筋、腸骨筋をサポートして正しい姿勢を補助することができる。さらに、脚筒部２６の内
面側から前記二股の左右編地２７ａ，２７ｂに達する先端部が幅広の逆ハ字編地２９，２
９により、膝を伸ばした位置に固定する働きをする縫工筋をサポートして綺麗な姿勢を補
助する。
【００５４】
　以上、本発明の主要な実施の形態を説明したが、本発明は必ずしも上記実施例に限定さ
れるものではなく、例えば、テープ地を別体の当布として縫製して使用する事もあり、発
明の目的を達成でき、且つ発明の要旨を逸脱しない範囲内で種々の設計変更が可能であり
、それらも全て本発明の範囲内に包含されるものである。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明は、アンダーシャツ、タンクトップ、キャミソールなどの上半身に着用するトッ
プスおよびショーツ、ガードル、スパッツなどの下半身に着用するボトムなどのインナー
ウェアに利用することができる。
【符号の説明】
【００５６】
１　　インナーウェア本体　
２　　前身頃　
３　　後身頃
５　　ネックライン
１３　テープ地
１４　小間隔部
１８　前面Ｘ状編地　
１９　後面Ｘ状編地
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